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ィアの返却が必要な方はご連絡

下さい）

・顔写真は縦横40mm×35mmの写真ま

コンサルタンツ北海道 投稿のお願い

広報委員会では会誌「コンサルタンツ北海道」を通じて、会員相互の親睦を深めて参りたいと考えておりま

す。会員の皆様からの投稿は随時受け付けておりますので、お気軽に広報委員会までお問い合わせ下さい。

問い合わせ先 〒004-8585 札幌市厚別区厚別中央１条５丁目４－１

株式会社ドーコン内 北海道技術士センター事務局

TEL 011-892-3959 FAX011-892-3969 広報委員会直通メール：kouhou＠ipej-hokkaido.jp

投稿テーマ

【寄 稿 文】 会員の研究成果、報告、所見・随想など自由な報文を募集しています

【Air Mail to Hokkaido】 海外業務・視察、又は海外に関する情報・報告等を募集しております

【そ の 他】 ①表紙写真（季節感のある風景など）

②技術トピックスの紹介

③会員の著書紹介

④各種技術士グループ、プロジェクトの紹介など

その他、ユニークな企画等ありましたらご意見をお寄せ下さい

原稿執筆要領

・原稿ファイル（FD、MO又はCD）と紙面出力の両方をお送り下さい。（メデ

送りしま

す）

・年号については、西暦（平成○年）とします。※例えば、2007年

たは JPEGファイルをお送り下さい。（写真の返却が必要な方はご連

絡下さい）

・使用ソフトは、MS-Word又は一太郎を基本とします。（ご希望の方にはテンプレートファイルをお

標準とします。文字配列は下記を参照して下さい。0.5ポイントを文字サイズは1

（平成19年）

・

（中表，本文)g0.099mm 背幅DTP(表1-4)とあわせる上質44.5k


